

















立命館アジア太平洋大学（以下ＡＰＵとする）では、2008 年 10 月より日本語を学習する留学生のための自習室ＳＡＬ



















































































２． 日本語 SALC の活動の実際 
表１は、ＳＡＬＣのための準備や活動内容についてまとめたものである。 
表１ ＳＡＬＣに関する活動一覧 
     











新試験のための問題集 日本人学生5名（週8コマ）4月号  ＳＡＬＣの紹介・ＴＡ紹介
参考書（英語等の訳付） 　会話サポート 6月号  内定を取った先輩の経験談






新試験のための問題集 日本人学生７名 4月号  ＳＡＬＣの紹介・ＴＡ紹介 コーディネータ

























 日本語ＳＡＬＣの開室は 2008 年秋からであったが、実際に日本人学生によるサポートが始まり留学生にＳＡＬＣ利用
を呼びかけたのは 2009 年春からである。何もないところからの活動であったため、学生のリクエストを聞きながら書籍
を増やしていき、学生サポートの内容も、コーディネータとＴＡが相談をしながら試行錯誤しつつ決めていった。現在












































































日本語会話サポートの利用者記録から、2011 年春学期・秋学期、それぞれ 13 週間の開室期間にサポートを利用した学
生数と回数をまとめた（表２）。春学期と秋学期の利用者数を比べると、62 名から１45 名に増え、利用回数も多くなっ
ている。これは、ＳＡＬＣの場所が、キャンパスの端にある校舎から、キャンパスの中心に近い図書館の前に移動した




               表２ 会話サポートの利用者（2011 年度） 
      春学期 秋学期 
1 回 34 名 69 名 
2 回～4回 22 名 71 名 
5 回～9回 1名 9 名 
10 回～14 回 2名 2 名 
15 回～20 回 0名 0 名 
 20 回～ 2 名 1 名 
合計人数 61 名 152 名 
 

















































































































  ・相手の話したいことが口に出てくるまで、待つ。 
  ・相手ががんばって使おうとしている文法があったら、こちらもその文法を使って話すようにする。 
  ・相手の話が分かりにくいときは、同じ内容を正しい文にして繰り返してあげる。 
・相手の言いたいことがまとまらないときは、こちらから、段階を踏んで少しずつ質問していく。 
  ・相手が「はいはい」と言っても本当に理解しているか確認するため、例文を作ってもらう。 




  ・例を出す。学生にも例を作ってもらう。 
  ・どんな場面で使うか、だれが使う言葉かを説明する。 
  ・いっしょに辞書や図鑑で調べてみる。 
  ・ジェスチャーを使う。 






  ・日本語を勉強し始めて 2、3ヶ月の新入生 
   ……外の日本人と話す能力はまだないが、日本人と関わりを持ちたいと思っている学生。 
     日本人と話せたことに喜び、学習意欲につながっている様子。 
  ・話すことが苦手な中級・上級学生 
   ……下手なのが気になり、日本人との友人とは英語で話している学生。非常にゆっくり話すので、ＴＡでも理解 
するのが大変な学生もいる。 
     読み書きはできるが、発話ができない学生（国で日本語を勉強してきた中国人が多い） 
     初級文法だけで話しても相手に通じるのでそれで満足している学生（使用する語彙は上級レベル、ＴＡの日 
本語もすべて理解できる）。 
  ・がんばって話す中級学生 
   ……自分でチャレンジをして、新しい文法や語彙を使おうとしている。 
  ・話すことがそれほど苦手ではない中級・上級学生 
   ……会話をする日本人の友人はいるが、話が通じるので、間違いを直してもらえない。 
     寮に住んでいない新入生なので、日本人の知り合いができない。 
     同国人同士で家を借りて住んでいるので、日本語も英語も使う機会がない。 
 留学生にとってのＳＡＬＣの良さ 
  ・20 分間自分だけのためにＴＡが話してくれること（友人にはそこまで要求できない）。 
  ・ひとつの話題をじっくり話せること（実際の会話はすぐに話題が変わるので、ついていけない）。 
  ・敬語や丁寧語で話す機会が持てる。 
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参考サイト 























   回目      年   月   日  限          TA           
トピック・テーマ：                         
良かったところ◎ ○  これから頑張ろう  （全部ではなく、気づいたところにマーク） 
今日の目標がはっきりしている（  ） 
話したいことが表現できる 内容（  ） 語彙力（  ） 言葉の選び方・表現力（  ）







date：2011 .    .         TA さんの名前             





 Today’s objective：                                   
 









ど achievement：         ％  
コメント（comment/ the point you need to work on next） 
 
 
   
195
日本人学生による学習自習室での日本語会話サポートの試み
